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講 義 要 項 

授業科目 妊・産・褥婦及び新生児の看護(妊娠期) 担当者 寳滿 孝子 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1単位 15(30)時間 講義・演習・DVD・その他 2年次・前期 

授

業

目

標 

１．妊娠期の妊婦及び家族の看護について、身体的変化・心理的変化を理解し、妊婦のアセスメント、妊婦の保

健指導、家族を含めた看護を学ぶ。 

 

授  

業

計

画 

１．妊娠期の身体的特徴                 ５．異常妊娠と看護 

 １）妊娠の生理                     １)妊娠高血圧症候群 

 ２）妊婦の身体的特徴（生理的変化）           ２) 妊娠糖尿病 

 ３）胎児の発育と生理的変化                

                            ６．演習 

２．妊娠期の心理・社会的変化               １)レオポルド診断法 

 １)妊婦の心理的特徴                   ２)子宮低長・腹囲測定 

 ２)妊婦・家族の新しい役割獲得                           ３)日常生活動作 

                                                         ４)妊婦体操 

３．妊婦と胎児のアセスメント 

 １)妊婦健康診査                     

 ２)妊婦の健康状態のアセスメントの視点 

   妊娠初期・妊娠中期・妊娠後期 

 

４．妊婦と家族の看護 

 １)妊婦と家族の看護              

２)保健指導の実際 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学（２），母性看護学各論，医学書院． 

２．ナーシンググラフィカ 母性看護技術，メディカ出版． 

３．配布資料 

評

価 

１．単位修得試験 配点 50点(妊娠期 50点・分娩期 50点) 

２．演習(事前学習レポート含む) 

３．授業態度 

備

考 

実務経験：助産師として、豊富な知識・経験をもとに授業を行う。 
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講 義 要 項 

授業科目 妊・産・褥婦及び新生児の看護(分娩期) 担当者 寳滿 孝子 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1単位 15(30)時間 講義・演習・DVD・その他 2年次・前期 

授

業

目

標 

１．分娩期の産婦の看護について、分娩の経過に伴う身体的変化及び心理・社会的変化を理解し、アセスメント

及び援助の実際を修得する。 

授  

業

計

画 

１．産婦の理解 

 1)分娩とは                     2)分娩の 3要素 

 3)分娩の経過                    4)分娩の母体に及ぼす影響 

 5)分娩の胎児に及ぼす影響              6)分娩の経過に及ぼす影響 

２．産婦の心理的特徴  

 1)分娩期の情緒の特徴                2)夫及び家族の心理的特徴 

３．産婦の看護経過 

 1)アセスメント  

  (1)分娩経過                    (2)産婦の健康状態 

  (3)胎児の健康状態                 (4)産婦の観察技術：陣痛の測定法、分娩監視装置、 

                            胎盤・臍帯・卵膜の検査と測定方法、出血量測定 

４．看護介入(分娩各期) 

 1)日常生活の援助                  2)産痛緩和への援助 

 3)感染予防への援助                 4)疲労防止 

 5)怒責(いきみ)への援助               6)不安緩和への援助 

 7)家族への配慮                   8)分娩直後の援助 

５．異常分娩の看護 

 前期破水、微弱陣痛、弛緩出血など 

参

考

文

献 

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学（２），母性看護学各論，医学書院． 

２．ナーシンググラフィカ 母性看護技術，メディカ出版． 

評

価 

１．単位修得試験 配点 50点(妊娠期 50点・分娩期 50点) 

２．演習(事前学習レポート含む) 

３．授業態度 

備

考 

実務経験：助産師として、豊富な知識・経験をもとに授業を行う。 
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講 義 要 項 

授業科目 妊・産・褥婦及び新生児の看護(産褥期・新生児) 担当者 宮内 順子 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1単位 30時間 講義・演習・DVD・その他 2年次・後期 

授

業

目

標 

１．褥婦の退行性変化、進行性変化を理解し、家族看護の援助が理解できる。 

２．子宮外生活適応過程を理解し、育児技術を習得する。 

３．妊・産・褥婦及び新生児に起こる問題について学び、健康状態のアセスメントと看護を理解する。 

４．母子の看護過程の展開方法が理解できる。 

授  

業

計

画 

１．産褥期の看護 

１)産褥期の定義、産褥経過 

２)褥婦の退行性変化(全身状態の変化・子宮復古)とアセスメント・看護 

３)褥婦の身体的変化(進行性変化)とアセスメント・看護 

４)褥婦の心理・社会的変化とアセスメント・看護 

５)産褥期の異常 

６)事例展開 

２．新生児期の看護 

 １)新生児の生理 

  （1）新生児とは                   （2）新生児の機能 

 ２)新生児のアセスメント 

 ３)出生直後の看護 

 ４)移行期の看護 

 ５)新生児の異常と看護 

 ６)事例展開 

 ７)演習（沐浴、児の抱き方、おむつ交換、バイタルサインのチェック） 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学（２），母性看護学各論，医学書院． 

２．ナーシンググラフィカ 母性看護技術，メディカ出版． 

評

価 

１．単位修得試験 95点、演習（事前学習含）5点 計 100点 

備

考 

実務経験：助産師として、豊富な知識・経験をもとに授業を行う。 


